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仲
裁
に
お
け
る
評
議
の
秘
密
と
証
言
拒
絶

田
　
連

一
　
は
じ
め
に

仲
裁
は
、
仲
裁
契
約
を
結
ん
だ
当
事
者
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
仲
裁
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
o
仲
裁
人
は
1
名
の
場
合
と
複
数
名
の

場
合
と
が
あ
る
が
(
た
と
え
ば
,
民
訴
法
七
八
六
条
)
、
仲
裁
人
が
複
数
の
場
合
に
は
、
仲
裁
判
断
を
な
す
に
あ
た
っ
て
合
議
、
す
な
わ
ち
、

(
1
)

評
議
と
評
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仲
裁
に
お
け
る
審
理
手
続
は
公
開
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
合
議
は
通
常
は
非
公
開
で
行
わ
れ

る
。
仲
裁
判
断
は
判
断
書
の
形
で
確
認
さ
れ
(
同
法
七
九
九
条
一
項
)
、
そ
の
正
本
が
当
事
者
に
送
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
(
同
条
二
項
)

1

‥

)

確
定
判
決
と
同
l
の
効
力
(
同
法
八
〇
〇
条
)
を
生
じ
る
.

確
定
し
た
仲
裁
判
断
に
対
し
て
は
_
'
法
定
の
理
_
由
の
基
づ
い
て
、
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
法
八
〇
一
条
)
。
こ
の

訴
訟
で
は
、
取
消
事
由
、
す
な
わ
ち
、
仲
裁
契
約
の
存
在
・
効
力
に
関
す
る
事
由
、
仲
裁
人
の
権
限
に
関
す
る
事
由
、
仲
裁
手
続
に
お
け

る
当
事
者
の
手
続
保
障
な
ど
手
続
の
職
庇
に
関
す
る
事
由
へ
仲
裁
判
断
の
形
式
・
内
容
に
関
す
る
事
由
な
ど
の
存
否
が
、
口
頭
弁
論
や
証

(
3
)

拠
調
べ
の
手
続
で
審
理
さ
れ
る
。
ま
た
、
確
定
し
た
仲
裁
判
断
は
、
そ
の
強
制
執
行
の
た
め
の
執
行
判
決
の
付
与
を
求
め
る
訴
訟
で
、
執

行
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
様
々
な
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
効
力
・
内
容
あ
る
い
は
成
立
手
続
等
が
検
討
対
象
と
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
小
稿
で
は
,
こ
の
よ
う
に
仲
裁
判
断
の
効
力
・
内
容
あ
る
い
は
成
立
手
続
等
が
仲
裁
判
断
取
消
訴
訟
な
ど
の
審
理
に
お
い
て
問
題
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と
さ
れ
る
場
合
に
'
仲
裁
手
続
中
の
評
議
及
び
評
決
の
経
過
・
内
容
に
関
し
て
、
仲
裁
人
を
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
問

題
を
中
心
に
検
討
す
る
。
論
述
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
わ
が
国
の
学
説
等
の
現
状
を
み
た
後
で
、
わ
が
国
の
民

事
訴
訟
法
(
仲
裁
法
)
の
母
法
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
状
況
を
概
観
し
、
最
後
に
'
問
題
点
を
整
理
し
て
、
試
論
を
述
べ
た

,
-
1
　
O

_
>

1・
0

3

小
島
=
高
桑
編
・
注
解
仲
裁
法
(
以
下
、
注
解
仲
裁
法
と
引
用
)
一
二
八
頁
[
上
田
徹
一
郎
]
　
二
九
八
八
年
)
。

小
山
昇
・
仲
裁
法
[
新
版
]
　
(
以
下
・
小
山
と
引
用
)
　
T
九
〇
頁
(
l
九
八
三
年
)
.

小
山
二
一
八
頁
(
一
九
八
三
年
)
へ
注
解
仲
裁
法
一
八
三
頁
[
吉
村
徳
重
]
。

二
　
わ
が
国
の
学
説
等
の
状
況

わ
が
国
の
民
訴
法
の
仲
裁
手
続
に
関
す
る
規
定
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
定
め
は
な
い
。
ま
た
へ
筆
者
が
見
た
限
り
で
は
、
仲
裁
法

に
関
す
る
学
説
に
も
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
見
解
は
見
出
せ
な
い
。

た
だ
、
一
九
八
九
年
に
仲
裁
研
究
会
(
代
表
菊
井
推
大
)
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
仲
裁
法
試
案
が
、
三
一
条
二
項
で
、
「
仲
裁
人
は
、
評
議

及
び
評
決
に
つ
い
て
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
規
定
を
設
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、
評
議
の
秘

密
は
仲
裁
人
を
選
任
し
た
当
事
者
に
対
し
て
も
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
こ
と
へ
及
び
、
こ
れ
に
対
す
る
違
反
に
つ
い

て
は
へ
仲
裁
人
の
モ
ラ
ル
に
任
せ
、
民
事
調
停
法
三
七
条
ま
た
は
家
事
審
判
法
三
〇
条
に
み
ら
れ
る
よ
,
h
な
制
裁
規
定
は
置
か
な
い
旨
の

(
4
)

説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
裁
判
所
で
の
訴
訟
手
続
に
お
け
る
評
議
及
び
評
決
に
つ
い
て
は
へ
次
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
裁
判
所
法
に
よ
れ
ば
、
合
議
体
で
す
る
裁
判
の
評
議
は
非
公
開
で
、
裁
判
官
は
評
議
の
経
過
及
び
各
裁
判
官
の
意
見
等
に
つ
い
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て
は
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
で
各
裁
判
官
の
意
見
が
公
表
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
七
五
条
這
・
二
項
)
o
ま
た
、
証
人
尋
問
に
関
し
て
は
'
裁
判
官
の
評
議
ま
た
は
評
決
の
経
過
・
内
容
は
「
職
務
上
ノ
秘
密
」
(
民
訴
法
二

七
二
条
一
項
)
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
の
公
務
員
の
場
合
に
は
、
監
督
官
庁
の
承
認
を
得
れ
ば
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
裁
判
官
の
評

l

議
ま
た
は
評
決
の
経
過
・
内
容
に
関
し
て
は
監
督
官
庁
の
承
認
(
同
法
二
七
二
条
表
)
を
得
て
、
裁
判
官
ま
た
は
裁
判
官
で
あ
っ
た
者
を

H

証
人
と
し
て
尋
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
、
評
議
ま
た
は
評
決
の
経
過
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
が
尋
問
を
受
け
て
も
証

言
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
法
二
八
l
条
一
項
一
号
)
o

な
お
、
裁
判
官
が
評
議
ま
た
は
評
決
の
経
過
・
内
容
を
漏
ら
し
た
場
合
に
は
、
職
務
上
の
義
務
違
反
と
し
て
、
懲
戒
(
戒
告
・
過
料
)
(
戟

判
所
法
四
九
条
、
裁
判
官
分
限
法
二
条
)
ま
た
は
弾
劾
(
罷
免
)
(
裁
判
官
弾
劾
法
二
条
)
の
事
由
に
な
る
に
す
ぎ
ず
、
民
事
・
家
事
の
調
停
委

員
や
家
事
事
件
の
参
与
貞
(
民
事
調
停
法
l
_
毒
条
、
家
事
審
判
法
三
〇
条
)
、
あ
る
い
は
へ
一
般
職
の
公
務
員
(
国
家
公
務
員
法
1
0
0
条
這
・

:
e
サ
:

一
〇
九
条
一
二
号
)
の
よ
う
に
罰
金
・
懲
役
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
,
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
、
仲
裁
手
続
へ
の
準

用
ま
た
は
類
推
適
用
が
議
論
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(
4
)
　
仲
裁
研
究
会
「
仲
裁
法
試
案
と
そ
の
解
説
(
六
)
」
z
m
j
g
二
二
号
六
妄
(
高
橋
宏
志
)
(
以
下
、
試
案
解
説
と
引
用
)
(
五
八
九
年
)
.

(
5
)
　
斎
藤
編
・
注
解
民
訴
法
5
石
頁
[
小
室
直
人
]
(
完
七
七
年
)
、
小
室
-
賀
集
編
・
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
第
三
版
民
訴
法
(
二
)
八
三
貢
[
中

川
臣
朗
]
(
完
八
五
年
)
、
東
予
・
条
解
民
訴
法
新
版
九
八
九
貢
(
l
九
八
六
年
)
、
菊
井
-
村
松
編
・
民
訴
法
H
(
l
九
八
九
年
)
四
七
五
頁
な
ど
。

(
6
)
　
堅
固
裁
判
所
事
務
総
局
編
・
裁
判
所
法
逐
条
解
説
(
千
)
(
以
下
,
裁
判
所
法
逐
条
解
説
(
下
)
と
引
用
)
八
〇
貢
(
l
九
六
九
年
)
.

三
　
ド
イ
ツ
の
状
況

ド
イ
ツ
(
こ
こ
で
は
主
と
し
て
旧
西
ド
イ
ツ
を
指
す
)
で
は
、
本
稿
の
取
り
挙
げ
る
問
題
に
つ
い
て
従
来
か
ら
判
例
・
学
説
で
議
論
が
み
ら
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れ
る
。
以
下
で
は
、
議
論
の
状
況
を
概
観
す
る
。

(
a
)
ま
ず
、
仲
裁
手
続
で
の
評
議
(
B
e
r
a
t
u
n
g
)
及
び
評
決
(
A
b
s
t
i
m
m
u
n
g
)
に
関
し
て
、
仲
裁
人
に
秘
密
保
持
の
義
務
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
争
い
は
な
い
。

判
例
で
は
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
は
す
で
に
1
八
九
六
年
に
、
仲
裁
判
断
に
基
づ
-
強
制
執
行
を
許
可
す
る
旨
の
執
行
判
決
を
求
め
る
訴
訟

で
、
控
訴
審
が
仲
裁
人
の
証
言
に
基
づ
い
て
訴
え
を
退
け
た
の
に
対
し
、
「
仲
裁
契
約
を
結
ん
だ
当
事
者
は
、
仲
裁
人
の
評
議
の
態
様
を
審

(
7
)

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仲
裁
判
断
の
有
効
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
、
金
銭
支
払
請
求
訴
訟

で
過
去
に
原
告
・
被
告
問
で
な
さ
れ
た
仲
裁
判
断
の
解
釈
が
問
題
と
な
り
、
被
告
が
仲
裁
人
を
証
人
と
し
て
尋
問
す
べ
き
こ
と
を
求
め
た

(
,
J
J
)

の
に
対
し
て
、
仲
裁
人
に
評
議
に
関
す
る
秘
密
保
持
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
上
告
を
退
け
た
.
ま
た
、
1
九
三
二
年
に
は
、

仲
裁
人
が
両
当
事
者
に
仲
裁
判
断
を
示
す
前
に
評
議
の
秘
密
を
当
事
者
の
一
方
に
漏
ら
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
こ
れ
は
仲
裁
人
の
中
立
義

務
の
違
反
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仲
裁
手
続
は
違
法
と
な
っ
た
と
し
て
仲
裁
判
断
の
取
消
し
が
主
張
さ
れ
た
事
例
で
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁

は
、
1
九
三
〇
年
の
判
例
を
前
提
に
し
て
、
評
議
の
秘
密
保
持
の
義
務
の
違
反
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
違
反
に
よ
っ
て
仲
裁
判
断
は

c
a

影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
し
て
上
告
を
退
け
た
.
そ
し
て
へ
連
邦
通
常
裁
判
所
も
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
立
場
を
踏
襲
し
て
'
1
九
五
七
年
に

は
'
退
職
年
金
の
支
払
に
関
す
る
仲
裁
判
断
の
解
釈
が
問
題
に
な
り
、
控
訴
審
が
仲
裁
人
を
証
人
と
し
て
尋
問
し
た
事
例
で
、
「
仲
裁
判
断

の
意
味
に
関
し
て
仲
裁
人
を
証
人
と
し
て
尋
問
す
る
こ
と
は
'
仲
裁
人
の
評
議
に
関
す
る
秘
密
保
持
に
照
ら
し
て
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
文
献
及
び
判
例
上
争
い
は
な
い
。
」
「
仲
裁
人
は
、
仲
裁
判
断
後
に
当
事
者
か
ら
守
秘
義
務
の
免
除
を
受
け
、

評
議
の
詳
細
及
び
仲
裁
判
断
に
至
る
考
慮
に
関
し
て
、
証
人
と
し
て
仲
裁
判
断
に
記
載
さ
れ
た
理
由
を
越
え
て
証
言
を
求
め
ら
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
。
」
と
判
示
し
た
。
な
お
へ
こ
の
判
決
は
、
仲
裁
契
約
に
特
に
定
め
が
あ
る
場
合
、
及
び
、
仲
裁
関
係

者
全
員
へ
す
な
わ
ち
、
仲
裁
人
と
両
当
事
者
と
が
合
意
す
る
場
合
に
は
、
評
議
の
秘
密
保
持
の
義
務
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
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8

る
学
説
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
学
説
に
対
し
て
賛
成
ま
た
は
反
対
の
明
確
な
態
度
を
示
し
て
は
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
は
、
ほ
と
ん
ど
が
前
述
の
諸
判
例
を
引
用
し
て
、
評
議
に
関
す
る
仲
裁
人
の
秘
密
保
持
の
義
務
を
肯
定
し
て
い

3
)lO'(

b
)
次
に
、
仲
裁
人
の
評
議
及
び
評
決
に
関
す
る
秘
密
保
持
の
義
務
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、
学
説
の
間
に
意
見
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

(

3

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

<

3

>

ま
ず
、
仲
裁
人
契
約
に
根
拠
を
求
め
る
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
仲
裁
人
の
秘
密
保
持
義
務
は
特
に
評
議
の
内
容

を
当
事
者
に
漏
ら
さ
な
い
点
に
意
義
を
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
仲
裁
人
・
両
当
事
者
間
で
の
仲
裁
人
契
約
の
締
結
時
に
そ
の
よ
う

な
意
味
に
お
け
る
秘
密
保
持
義
務
の
問
題
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
仲
裁
人
契
約
に
よ
っ
て
特
定
の
評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘

3

密
保
持
の
義
務
を
根
拠
づ
け
る
の
は
無
理
で
あ
る
と
す
る
批
判
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
官
の
評
層
・
評
決
の
秘
密
保
持
に
関
す
る
ド
イ
ツ
裁
判
官
法
(
D
e
u
t
s
c
h
e
s
R
i
c
h
t
e
r
g
e
s
e
t
z
.
以
下
、
裁
判
官
法
と

C
2
>

表
示
)
四
三
条
に
根
拠
を
求
め
る
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
官
の
評
議
・
評
決
の
秘
密
保
持
の
義
務
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
、
当
事
者

[.f]

及
び
第
三
者
と
の
関
係
に
お
け
る
裁
判
官
の
中
立
性
の
維
持
、
裁
判
の
権
威
の
維
持
、
裁
判
官
の
間
に
お
け
る
意
見
の
対
立
を
公
に
し
な

∴;.I

い
こ
と
に
よ
る
裁
判
所
の
対
外
的
統
一
の
維
持
、
及
び
へ
裁
判
官
の
独
立
の
維
持
・
強
化
と
い
っ
た
事
由
は
、
仲
裁
裁
判
・
仲
裁
裁
判
所

及
び
仲
裁
人
も
妥
当
す
る
か
ら
、
裁
判
官
法
四
三
条
を
類
推
し
て
'
仲
裁
人
に
も
同
様
の
義
務
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

3

こ
の
立
場
の
学
説
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
仲
裁
裁
判
所
は
、
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
紛
争
当
事
者
間
に
法
的
平
和
を
回
復
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
る
。
仲
裁
裁
判
所
が
こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
、
仲
裁
人
の
中
立
性
が
守
ら
れ
、
仲
裁
判
断
の
権
威
が
確
保
さ
れ
'

(
1
9
)

ま
た
、
仲
裁
裁
判
所
が
そ
の
判
断
を
対
外
的
な
統
一
性
を
保
っ
て
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
職
業
裁
判

官
が
終
身
で
、
国
か
ら
俸
給
及
び
年
金
に
つ
い
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
'
仲
裁
人
は
紛
争
当
事
者
と
同
一
の
経
済
的
領
域
、
専
門
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領
域
あ
る
い
は
利
益
集
団
に
属
す
る
場
合
(
い
わ
ゆ
る
同
業
者
な
ど
)
が
多
-
、
当
事
者
に
対
す
る
依
存
性
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
か
ら
'

(
2
0
)

裁
判
官
の
場
合
以
上
に
評
議
の
秘
密
保
持
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
立
を
保
障
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
仲

裁
裁
判
所
の
活
勘
の
前
提
条
件
は
、
裁
判
官
に
評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘
密
保
持
の
義
務
を
認
め
る
根
拠
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
一
致
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
裁
判
官
法
四
三
条
を
仲
裁
人
に
類
推
適
用
す
る
根
拠
と
な
る
。

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
仲
裁
手
続
で
も
評
議
の
秘
密
保
持
の
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
は
'
判
例
及
び
学
説
に
お
い
て
広
-
認
め
ら

H
)

れ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
関
係
者
の
間
に
確
信
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
点
で
慣
習
法
の
成
立
を
認
め
る
立
場
が
あ
る
。
同
様
の

り
砺
E

考
え
方
は
、
裁
判
官
の
評
議
の
秘
密
保
持
の
義
務
に
関
し
て
も
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
法
の
存
在

(';i]

は
証
明
困
難
で
あ
り
'
実
質
的
な
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。

(
C
)
　
以
上
の
よ
う
に
、
根
拠
に
関
し
て
は
争
い
が
あ
る
が
、
仲
裁
人
に
評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘
密
保
持
の
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
判
例
・
学
説
上
で
ほ
ぼ
一
致
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
へ
　
次
に
へ
　
い
か
な
る
範
囲
ま
た
は
態
様
で
秘
密
の
保
持
義
務
が
認
め
ら
れ

る
か
が
問
題
と
な
る
。

ま
ず
、
仲
裁
判
断
の
形
成
過
程
に
関
す
る
事
情
、
す
な
わ
ち
、
仲
裁
判
断
に
至
る
過
程
で
出
て
き
た
事
実
及
び
法
律
上
の
諸
問
題
、
華

(S)

び
に
、
そ
れ
に
関
す
る
検
討
、
意
見
の
表
明
な
ど
が
、
評
議
の
秘
密
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
及
び
へ
評
決
の
層
果
眉
体
が
秘
密
保
持
の
_
対

(

・

/

蝣

)

象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
争
い
が
な
い
。

(
2
6
)

以
上
は
、
裁
判
官
の
場
合
の
評
議
の
秘
密
に
対
応
し
て
い
る
が
、
仲
裁
人
の
場
合
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
評
議
の
秘
密
の
内
容
と
な
る

も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
二
つ
と
し
て
、
評
議
の
基
礎
た
る
書
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
の
場
合
と
は
異
な
り
へ
仲
裁
で
は
'

仲
裁
人
の
全
員
が
集
合
し
て
口
頭
で
評
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
書
面
の
交
換
と
い
う
形
で
評
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
'

(
2
7
)

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
意
見
交
換
の
基
礎
と
な
ら
た
書
面
が
ま
さ
に
評
議
の
内
容
を
表
す
も
の
と
し
て
秘
密
保
持
の
対
象
と
な
る
o
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ま
た
,
仲
裁
で
は
、
複
数
の
仲
裁
人
が
紛
争
当
事
者
各
人
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
へ
特
に
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
選
任
さ

れ
た
仲
裁
人
と
選
任
し
た
当
事
者
と
の
問
で
行
わ
れ
た
会
話
の
内
容
が
評
議
の
秘
密
保
持
の
対
象
と
な
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
,
そ
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
に
あ
っ
て
は
、
各
当
事
者
が
選
任
し
た
仲
裁
人
に
よ
っ
て
両
当
事
者
が
仲
裁
手
続

中
で
対
等
な
地
位
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
(
P
a
r
i
t
豊
で
仲
裁
裁
判
所
の
中
立
性
及
び
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
仲
裁
人
が
自
己
を

選
任
し
た
当
事
者
と
他
方
当
事
者
を
排
除
し
て
話
し
合
い
を
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
方
当
事
者
の
法
的
審
尋
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
.
そ
し
て
へ
　
こ
の
よ
う
な
会
話
が
許
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
、
か
か
る
会
話
も
評
議
の
i
部
で
あ
る
と
す
る

a

見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘
密
保
持
.
F
仲
裁
人
の
義
務
と
し
て
の
側
面
に
留
ま
る
わ
け
で
は
な
い
.
判
例
に
現
れ
た
事
例
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
秘
密
保
持
は
、
仲
裁
判
断
に
関
し
て
へ
あ
る
い
は
、
仲
裁
判
断
を
基
礎
と
し
て
生
じ
た
紛
争
に
関
す
る
訴
訟
(
仲
裁
判
断
取
消

訴
訟
は
そ
の
一
例
で
あ
る
)
に
お
い
て
、
仲
裁
人
が
評
議
の
内
容
ま
た
は
仲
裁
判
断
に
至
る
経
過
に
関
し
て
証
人
と
し
て
聖
1
買
求
め
ら
れ

る
と
い
う
形
で
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
'
秘
密
保
持
は
仲
裁
人
の
義
務
で
は
な
-
、
証
言
を
拒
絶
す
る
権
利

1

.

I

と
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
権
利
は
'
判
例
及
び
学
説
上
で
広
-
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
へ
こ
の
場
合
の

証
言
拒
絶
権
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
関
し
て
は
'
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
他
人
か
ら
秘
密
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
地
位
に
あ
る
者
で
、

そ
の
性
質
上
ま
た
は
法
規
に
よ
っ
て
秘
密
保
持
が
要
請
さ
れ
て
い
る
場
合
と
し
て
'
N
P
l
h
O
(
民
訴
法
)
三
八
三
条
l
項
六
号
(
類
推
適
用
)

3

を
根
拠
に
す
る
立
場
と
、
こ
こ
で
は
証
人
の
保
護
で
は
な
-
公
益
及
び
司
法
の
保
護
が
問
題
に
な
る
と
し
て
、
裁
判
官
に
対
す
る
証
人
尋

∴」l

問
に
関
す
る
Z
P
O
三
七
六
条
一
項
の
類
推
適
用
を
根
拠
に
す
る
立
場
と
が
対
立
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
学
説
で
は
'
例
外
的
に
l
定
の
場
合
に
は
仲
裁
人
に
対
し
て
評
議
の
内
容
に
関
す
る
聖
1
冨
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

(
」
)

る
。
た
と
え
ば
、
仲
裁
人
が
予
断
を
も
っ
て
評
議
に
臨
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
仲
裁
人
が
仲
裁
手
続
の
運
営
ま
た
は
仲
裁
判
断
に
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s

際
し
て
、
1
方
当
事
者
の
利
益
ま
た
は
不
利
益
に
な
る
よ
う
に
故
意
に
法
を
歪
曲
し
た
場
合
(
刑
法
三
三
六
条
)
へ
仲
裁
人
が
職
務
上
の
義

(

お

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

8

5

)

務
違
反
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仲
裁
契
約
に
特
別
の
定
め
を
置
い
て
い
る
場
合
、
及

(

S

>

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

S

)

び
、
両
当
事
者
の
同
意
、
ま
た
は
、
両
当
事
者
の
同
意
に
加
え
て
仲
裁
人
自
身
の
承
諾
が
あ
る
場
合
に
'
仲
裁
人
に
対
し
て
評
議
の
内
容

(
3
9
)

に
関
す
る
証
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
論
争
は
'
評
議
の
秘
密
保
持
の

意
味
を
ど
こ
に
見
出
す
か
と
い
う
問
題
に
関
連
し
て
い
る
。

S
)

な
お
、
先
に
あ
げ
た
判
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
も
実
際
の
事
例
で
は
仲
裁
判
断
の
文
言
の
解
釈
が
問
題
に
な
り
、
こ
の
点
を
解
明
す

る
た
め
に
仲
裁
人
に
つ
い
て
証
人
尋
問
の
要
求
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
も
∵
一
般
に
は
仲
裁

人
の
評
議
に
関
す
る
秘
密
保
持
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
反
対
の
学
説
が
あ
る
。
こ
の
説
は
、
仲
裁
判

断
の
解
釈
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
例
に
は
'
不
明
確
ま
た
は
不
完
全
な
仲
裁
判
断
を
明
確
化
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

す
で
に
な
さ
れ
た
判
断
を
変
更
す
る
こ
と
と
明
確
化
す
る
こ
と
と
は
判
然
と
区
別
で
き
な
い
か
ら
へ
　
こ
れ
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
仲
裁
判

断
の
変
更
の
問
題
へ
　
す
な
わ
ち
、
訴
訟
で
い
え
ば
判
決
の
自
己
拘
束
力
(
N
P
m
O
三
1
八
条
)
に
あ
た
る
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る

CS)

と
す
る
。
そ
し
て
、
z
P
O
三
一
八
条
は
訴
訟
に
お
け
る
判
決
に
限
ら
ず
、
仲
裁
判
断
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ

1'J)

の
規
定
に
従
っ
て
事
例
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
d
)
最
後
に
、
右
に
述
べ
た
例
外
に
該
当
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仲
裁
人
が
評
議
・
評
決
の
内
容
・
経
過
を
漏
ら
し
た
場
合
に
'

仲
裁
人
は
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
仲
裁
人
が
評
議
・
評
決
に
関
す
る
情
報
を
漏
ら
し
た
場
合
に
、
刑

法
三
三
六
条
の
違
反
と
な
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
O
こ
れ
に
つ
S
て
は
、
た
と
え
仲
裁
手
続
の
進
行
中
に
秘
密
を
漏
ら
し
て
も
、
通
常

は
こ
れ
に
よ
っ
て
故
意
に
法
が
歪
曲
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、
仲
裁
判
断
後
に
秘
密
が
漏
ら
さ
れ
た
場
合
に
は
'
こ
れ
に
よ
っ

i'-ii

て
仲
裁
手
続
の
運
営
ま
た
は
仲
裁
判
断
は
何
ら
の
影
響
も
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
1
殻
に
犯
罪
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
o
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ま
た
へ
仲
裁
人
が
評
議
・
評
決
の
内
容
・
経
過
を
漏
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
仲
裁
手
続
の
当
事
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
'
仲
裁

人
は
場
合
に
よ
っ
て
は
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
仲
裁
判
断
に
よ
る
損
害
で
は
な
い
か
ら
、

<z>

m
o
m
　
(
民
法
)
　
八
三
九
条
二
項
の
準
用
ま
た
は
類
推
適
用
に
よ
る
責
任
制
限
の
余
地
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
損
害
の
証
明
は
非
常
に
難

8

し
い
か
ら
実
際
に
賠
償
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
仲
裁
人
が
一
般
の
公
務
員
ま
た
は
裁
判
官
で
あ
る
場
合
に
は
へ
そ
の
地
位
に
応
じ
て
、
懲
戒
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
(
連
邦

公
務
員
法
五
四
条
-
七
七
条
へ
裁
判
官
法
三
六
条
・
七
l
条
)
o
ま
た
、
弁
護
士
で
あ
る
場
合
に
は
、
職
務
上
の
義
務
の
違
反
に
つ
い
て
有
責
性

が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
懲
戒
裁
判
所
(
E
h
r
e
n
g
e
r
i
c
h
t
)
の
裁
判
に
基
づ
い
て
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
(
連
邦
弁
護
士
法
〓
三
条
l

項
)
0

(
7
)

(
%
)

(
9
)

R
G
Z
3
8
,
4
1
0
,
4
1
2
.

R
G
Z
1
2
9
,
1
5
,
1
8
.

R
G
 
T
W
　
1
9
3
2
,
2
8
7
7
,
2
8
7
8
.
な
お
、
学
説
で
も
'
こ
れ
を
理
由
と
す
る
仲
裁
判
断
取
消
し
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
(
G
l
e
i
s
s
＼
H
e
l
m
,

B

e

r

a

t

u

n

g

s

g

e

h

e

i

m

n

i

s

i

m

S

c

h

i

e

d

s

g

e

r

i

c

h

t

s

v

e

r

f

a

h

r

e

n

,

M

D

R

1

9

6

9

,

9

3

f

f

.

,

9

5

;

S

t

e

i

n

/

J

o

n

a

s

＼

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

Z

P

O

,

2

0

.

A

u

f

1

.

,

1

9

8

0

,

ァ

1

0

3

4

R
d
n
.
4
1
)
c

(
S
)
　
B
G
H
Z
2
3
,
1
3
8
,
1
4
0
/
1
4
1
.
た
だ
し
、
仲
裁
人
に
対
す
る
証
人
尋
問
の
違
法
性
は
控
訴
審
の
判
決
の
結
論
に
は
影
響
し
な
い
と
し
て
、
上
告
は
退
け
ら

R
U
B

(

3

)

　

M

a

i

e

r

,

H

a

n

d

b

u

c

h

d

e

r

S

c

h

i

e

d

s

g

e

r

i

c

h

t

s

b

a

r

k

e

i

t

,

1

9

7

9

,

S

.

3

3

8

;

S

t

e

i

n

/

J

o

n

a

s

＼

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

ァ

1

0

3

4

R

d

n

.

4

1

;

R

e

a

l

,

D

e

r

S
c
h
i
e
d
s
r
i
c
h
t
e
r
v
e
r
t
r
a
g
,
1
9
8
3
,
S
.
1
5
6
;
S
t
r
i
e
d
e
r
,
R
e
c
h
t
l
i
c
h
e
E
i
n
o
r
d
n
u
n
g
u
n
d
B
e
h
a
n
d
l
u
n
g
d
e
s
S
c
h
i
e
d
s
r
i
c
h
t
e
r
v
e
r
t
r
a
g
e
s
,
1
9
8
4
,
S
.
1
0
1

;
S
c
h
i
i
t
z
e
/
T
s
c
h
e
r
i
n
g
/
W
a
i
s
,
H
a
n
d
b
u
c
h
d
e
s
S
c
h
i
e
d
s
v
e
r
f
a
h
r
e
n
s
,
2
.
A
u
f
1
.
,
1
9
8
0
,
S
2
5
4
;
S
c
h
w
a
b
/
W
a
l
t
e
r
,
S
c
h
i
e
d
s
g
e
r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
,

4
.
A
u
f
L
1
9
9
0
,
S
.
1
6
1
.

(
S
)
　
仲
裁
契
約
(
S
c
h
i
e
d
s
v
e
r
t
r
a
g
)
が
'
紛
争
を
仲
裁
に
付
託
す
る
契
約
、
す
な
わ
ち
へ
　
1
定
の
法
律
関
係
に
関
す
る
現
在
ま
た
は
将
来
の
争
い
に
つ
い
て
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1

-

1

第
三
者
の
判
断
を
受
け
へ
　
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
　
(
S
c
h
w
a
b
/
W
a
l
t
e
r
,
a
.
a
.
0
.
.
S
.
2
0
.
n
c
m
O
一
〇

二
五
条
、
日
本
民
訴
法
七
八
六
条
・
七
八
七
条
、
小
山
二
四
貢
・
二
四
貢
参
照
)
へ
仲
裁
人
契
約
(
S
c
h
i
e
d
s
r
i
c
h
t
e
r
v
e
r
t
r
a
g
)
は
'
仲
裁
事
務
を
仲
裁

人
に
託
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
紛
争
の
両
当
事
者
・
仲
裁
人
間
の
契
約
で
あ
る
(
S
c
h
w
a
b
＼
W
a
l
t
e
r
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
8
7
.
日
本
民
訴
法
七
九
三
条
l
号
、

小
山
二
四
頁
参
照
)
.

(
2
)
　
S
c
h
l
o
s
s
e
r
,
D
a
s
R
e
c
h
t
d
e
r
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
n
p
r
i
v
a
t
e
n
S
c
h
i
e
d
s
g
e
r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
.
2
.
A
u
f
1
.
.
-
9
8
9
,
R
d
n
.
4
9
7
.

(
3
)
　
G
l
e
i
s
s
/
H
e
l
m
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
9
3
;
S
t
r
i
e
d
e
r
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
0
1
;
P
r
u
t
t
i
n
g
,
Z
u
r
R
e
c
h
t
s
s
t
e
l
l
u
n
g
d
e
s
S
c
h
i
e
d
s
r
i
c
h
t
e
r
s
-
d
a
r
g
e
s
t
e
l
l
t
a
m

r
i
c
h
t
e
r
l
i
c
h
e
n
B
e
r
a
t
u
n
g
s
g
e
h
e
i
m
n
i
s
,
F
e
s
t
s
c
h
r
i
f
t
f
u
r
K
a
r
l
H
e
i
n
z
S
c
h
w
a
b
z
u
m
7
0
.
G
e
b
u
r
t
s
t
a
g
,
1
9
9
0
,
S
.
4
0
9
i
f
.
,
S
.
4
1
3
.
な
お
へ
　
こ
れ

ら
の
立
場
で
も
、
仲
裁
人
が
仲
裁
手
続
の
中
で
知
り
得
た
事
実
を
第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い
旨
の
一
般
的
な
義
務
が
仲
裁
人
契
約
か
ら
生
じ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
認
め
て
い
る
ノ
(
G
l
e
i
s
s
＼
H
e
l
m
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
9
3
;
S
t
r
i
e
d
e
r
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
0
1
f
.
;
P
r
u
n
i
n
g
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
1
3
)
-
旧
西
ド
イ
ツ
の
常
設
仲
裁
機

関
で
あ
る
仲
裁
委
員
会
の
仲
裁
裁
判
所
規
則
(
一
九
八
八
年
改
正
)
が
'
二
七
条
前
段
で
、
「
仲
裁
人
は
'
仲
裁
判
断
が
公
表
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
仲
裁

手
続
に
関
し
て
及
び
仲
裁
人
と
し
て
の
職
務
遂
行
に
際
し
て
知
っ
た
事
実
に
関
し
て
へ
何
人
に
対
し
て
も
秘
密
保
持
の
義
務
を
負
う
0
」
と
規
定
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
規
則
の
同
条
後
段
は
、
「
仲
裁
裁
判
所
は
、
手
続
の
中
で
召
喚
さ
れ
た
者
に
対
し
て
も
秘

密
保
持
の
義
務
を
負
わ
せ
る
。
」
　
と
定
め
て
い
る
。

(
」
)
　
「
裁
判
官
は
評
議
及
び
評
決
の
経
過
に
関
し
、
そ
の
雇
用
関
係
終
了
後
も
沈
黙
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
裁
判
官
法
四
五
条
一
項
後
段

に
は
、
職
業
裁
判
官
で
は
な
い
名
誉
職
裁
判
官
(
e
h
r
e
n
a
m
t
l
i
c
h
e
R
i
c
h
t
e
r
)
に
つ
い
て
も
評
議
の
秘
密
保
持
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
.

わ
が
国
の
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
と
同
様
、
ド
イ
ツ
で
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
は
い
わ
ゆ
濁
反
対
意
見
が
公
表
さ
れ
る
潮
(
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
〇

条
二
項
)
、
ー
こ
れ
は
裁
判
の
権
威
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
W
o
l
f
,
G
e
r
i
c
h
t
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
a
l
l
e
r
V
e
r
f
a
h
r
e
n
s
z
w
e
i
g
e
,
6
.

Auf1.,S.170)c

H
a
h
n
,
D
i
e
g
e
s
a
m
t
e
n
 
M
a
t
e
r
i
a
l
i
e
n
 
z
u
d
e
n
 
R
e
i
c
h
s
j
u
s
t
i
z
g
e
s
e
t
z
e
n
,
B
d
.
1
:
G
V
G
,
2
.
A
u
f
.
,
1
8
8
3
,
S
.
1
8
1
,
3
5
8
f
f
.
,
3
6
3
f
f
.
,
8
4
2
f
f
.
;

S
c
h
i
l
k
e
n
,
G
e
r
i
c
h
t
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
,
1
9
9
0
,
R
d
n
.
5
0
8
.
こ
れ
に
対
し
て
h
 
W
o
l
f
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
6
9
は
、
裁
判
官
の
独
立
を
根
拠
と
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
。

(

2

)

　

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

9

3

f

.

:

P

r

u

t

t

i

n

g

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

4

1

4

f

f

.

(S)　Priitting,a.a.0.,S..416.
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r
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了
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(
」
)

(
」
)

(
2
2
)

<hV
n
f
i
l

f
i
r
s
¥

v
c
q
)

K
c
s
i
)

K
c
s
i
)

(
2
9
)

(ァ)
(
3
)

<U)
f
c
o
¥

¥cr>)

¥
c
n
)

K
c
o
)

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

,

a

:

0

.

,

S

.

9

4

.

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

9

4

;

S

t

r

i

e

d

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

S

,

1

0

1

.

S
c
h
m
i
d
t
-
R
a
n
t
s
c
h
,
G
e
g
e
n
s
t
a
n
d
,
S
i
n
n
u
n
d
G
r
e
n
z
e
n
d
e
s
B
e
r
a
t
u
n
s
g
e
h
e
i
m
n
i
s
s
e
s
,
J
Z
1
9
5
8
,
3
2
9
,
3
3
0
.

P
r
u
t
t
i
n
g
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
4
1
5
.

P
r
i
i
t
t
i
n
g
,
a
.
a
.
0
.
-
S
.
4
1
6
.

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

9

4

.

裁
判
官
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
K
i
s
s
e
l
,
G
V
G
,
1
9
8
1
,
ァ
1
9
3
R
d
n
,
1
/
4
;
S
c
h
i
l
k
e
n
,
a
.
a
.
0
.
.
R
d
n
.
5
0
8
.

R

e

a

l

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

1

5

6

;

P

r

u

t

t

i

n

g

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

4

1

7

.

事

例

と

し

て

、

O

L

G

C

e

l

l

e

J

W

1

9

3

0

,

7

6

6

,

7

6

7

.

わ
が
国
の
民
訴
法
七
八
八
条
に
対
応
す
る
Z
P
O
一
〇
二
八
条
に
よ
る
選
任
は
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
へ
労
働
事
件
に
お
け
る
仲
裁
の
例
に
関
L
へ
S
c
h
w
a
b

/
W
a
l
t
e
r
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
3
1
7
.

P
r
u
t
t
i
n
g
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
1
8
.

B

G

H

Z

2

3

,

1

4

1

;

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

9

4

;

M

a

i

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

2

5

4

;

S

t

e

i

n

/

J

o

n

a

s

＼

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

ァ

1

0

3

4

R

d

n

.

4

1

;

P

r

u

t

t

i

n

g

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

4

1

7

;

G

l

o

s

s

n

e

r

/

B

r

e

d

o

w

/

B

i

i

h

l

e

r

,

D

a

s

S

c

h

i

e

d

s

g

e

r

i

c

h

t

i

n

d

e

r

P

r

a

x

i

s

,

3

.

A

u

f

1

.

,

1

9

9

0

,

R

d

n

.

2

5

2

.

な

お

へ

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

a

.

a

.

0
.
,
R
d
n
.
4
9
7
は
'
前
述
の
よ
う
に
、
秘
密
保
持
の
義
務
の
根
拠
を
仲
裁
人
契
約
に
求
め
な
が
ら
も
へ
証
言
拒
絶
の
権
利
に
つ
い
て
は
裁
判
官
法
に
そ
の

基
礎
を
求
め
て
い
る
。

S
c
h
u
t
z
e
/
T
s
c
h
e
r
i
n
g
/
W
a
i
s
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
5
4
.

P
r
i
i
t
t
i
n
g
,
a
.
a
.
0
:
,
S
.
4
1
9
.

S
t
e
i
n
/
J
o
n
a
s
＼
S
c
h
l
o
s
s
e
r
,
a
.
a
.
0
.
,
ァ
1
0
3
4
R
d
n
,
4
1
.
た
だ
し
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
仲
裁
人
の
場
合
に
は
異
別
に
考
え
る
べ
き
と
す

る
。G

l
e
i
s
s
/
H
e
l
m
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
9
5
.

G
l
e
i
s
s
＼
H
e
l
m
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
9
5
.
な
お
、
か
か
る
事
例
で
職
業
裁
判
官
を
証
人
と
し
て
尋
問
す
る
こ
と
を
認
め
た
判
決
と
し
て
h
 
R
G
Z
8
9
,
1
3
,
1
6
f
.

S
t
e
i
n
/
J
o
n
a
s
＼
S
c
h
l
o
s
s
e
r
,
a
.
a
.
0
.
,
ァ
1
0
3
4
R
d
n
.
4
1
.
な
お
、
S
c
h
i
l
t
z
e
＼
T
s
c
h
e
r
i
n
g
＼
W
a
i
s
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
5
4
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
仲
裁
契
約
及
び
仲
裁
人
契
約
で
定
め
を
置
-
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
o
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i
)
　
P
r
u
t
t
i
n
g
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
1
9
は
、
こ
の
立
場
と
し
て
、
O
L
G
C
e
l
l
e
J
W
1
9
3
0
,
7
6
7
'
を
引
用
す
る
が
へ
　
こ
の
判
決
の
立
場
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

蝣

>

V

'

r

,

 

'

(

?

ァ

)

　

M

a

i

e

r

,

a

.

a

.

0

.

.

.

S

.

3

3

9

;

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

.

.

S

.

9

4

;

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

R

d

n

.

4

9

7

;

S

c

h

w

a

b

/

W

a

l

t

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

1

6

1

蝣

S

c

h

i

i

t

z

e

/
T
s
c
h
e
r
i
n
g
/
W
a
i
s
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
5
4
.

(
8
)
.
P
r
u
t
t
i
n
s
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
1
9
は
、
特
に
両
当
事
者
の
同
意
・
仲
裁
人
の
承
諾
を
要
件
と
し
て
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
へ
　
評
議
の
秘
密
の
関
す

る
秘
密
保
持
は
司
法
の
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
へ
　
訴
訟
上
の
特
別
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
'
例
外
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
ず
'
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
評
議
の
秘
密
開
示
の
承
諾
を
求
め
る
当
事
者
の
圧
力
か
ら
仲
裁
人
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
な

お
へ
前
述
の
よ
う
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
こ
の
点
に
つ
い
て
意
見
を
留
保
し
て
い
た
(
B
G
H
Z
2
3
,
1
4
1
)
c

R
G
Z
1
2
9
,
1
5
;
B
G
H
Z
2
3
,
1
3
8
.

(

5

!

)

-

S

t

e

i

n

/

J

o

n

a

s

＼

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

ァ

1

0

4

0

R

d

n

.

4

;

R

o

s

e

n

b

e

r

g

＼

S

c

h

w

a

b

,

Z

i

v

i

l

p

r

o

z

e

B

r

e

c

h

t

,

1

4

.

A

u

f

1

.

,

1

9

8

6

,

S

.

1

1

8

2

.

(
^
)
　
P
r
u
t
t
i
n
g
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
1
7
f
.

(

?

)

　

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

9

5

.

訴
訟
の
判
決
に
際
し
て
の
職
務
上
の
義
務
違
反
に
関
し
て
、
裁
判
官
が
損
害
賠
償
の
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
'
当
該
義
務
違
反
に
つ
き
刑
罰
が
科
せ
ら

れ
る
べ
き
場
合
に
限
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
。

(

」

)

　

G

l

e

i

s

s

＼

H

e

l

m

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

9

5

;

S

t

e

i

n

/

J

o

n

a

s

＼

S

c

h

l

o

s

s

e

r

,

a

.

a

.

0

.

,

抑

-

0

3

4

R

d

n

.

4

1

.

四
　
問
題
点
の
整
理
及
び
試
論

次
に
、
以
上
の
概
観
を
基
礎
に
し
て
'
本
稿
の
考
察
対
象
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
点

は
、
①
仲
裁
に
お
け
る
評
議
及
び
評
決
に
関
す
る
仲
裁
人
の
秘
密
保
持
義
務
の
存
否
、
②
秘
密
保
持
義
務
を
認
め
る
場
合
の
根
拠
へ
③
秘

密
保
持
義
務
の
範
囲
及
び
態
様
、
④
秘
密
保
持
義
務
の
違
反
の
効
果
、
で
あ
る
。

①
ド
イ
ツ
で
は
、
評
議
及
び
評
決
に
関
す
る
仲
裁
人
の
秘
密
保
持
義
務
を
肯
定
す
る
立
場
が
一
般
的
で
あ
り
、
わ
が
国
の
仲
裁
法
試
案
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も
こ
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
仲
裁
人
と
裁
判
官
と
に
立

場
上
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

②
秘
密
保
持
義
務
の
根
拠
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
仲
裁
人
契
約
に
根
拠
を
求
め
る
立
場
と
裁
判
官
の
評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘
密

保
持
の
義
務
に
根
拠
を
求
め
る
立
場
と
の
対
立
が
み
ら
れ
る
が
、
前
者
の
見
解
に
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
、
わ
が
国
で

も
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
後
者
の
見
解
に
つ
い
て
み
ー
る
と
、
複
数
の
仲
裁
人
の
問
で
の
意
見
の
対
立
を
公
に
し
な
い
こ
と
に
よ
る
対
外
的
な
統
一
性
及

(サ)

び
仲
裁
判
断
の
権
威
の
維
持
と
い
う
点
で
裁
判
官
の
場
合
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
仲
裁
人
に
あ
っ
て
は
、
裁
判
官
の
場
合
以
上
に
当
事
者
か
ら
の
独
立
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
事
者
か
ら
自
由
な
立
場
で
適
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
裁
判
官
に
つ
い
て
評

議
・
評
決
の
秘
密
保
持
が
定
め
ら
れ
て
い
る
理
由
が
、
仲
裁
人
の
場
合
に
は
よ
り
強
-
妥
当
す
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場

を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
法
七
五
条
二
項
後
段
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
へ
慣
習
法
の
成
立
を
主
張
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
少
な
-
と
も
わ
が
国
で
は
か
か
る
慣
習
法
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
評
議
・
評
決
の
秘
密
保
持
の
範
囲
・
態
様
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
の
学
説
が
参
考
に
な
る
。
仲
裁
判
断
の
形
成
過
程
に
関
す
る
事
情

が
l
殻
に
秘
密
保
持
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
及
び
、
書
面
に
よ
る
評
議
が
行
わ
れ
た
場
合
に
当
該
書
面
も
秘
密
保
持
の
対
象
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
へ
　
わ
が
国
で
も
問
題
な
-
認
め
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
仲
裁
人
と
そ
れ
を
選
任
し
た
当
事
者
と
の
間
の
会
話
を
評
議
の
一
部
と
し
て
秘
密
保
持
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
関
し
て
は

疑
問
が
あ
る
.
こ
の
よ
う
な
会
話
の
秘
密
を
守
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
当
事
者
の
保
護
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
裁
判
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官
と
の
立
場
の
共
通
性
を
根
拠
に
認
め
ら
れ
る
評
議
の
秘
密
保
持
と
は
そ
の
趣
旨
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
評
議
は
(
そ

の
許
義
か
ら
し
て
も
)
あ
-
ま
で
も
仲
裁
人
間
の
場
合
に
限
り
、
こ
の
よ
う
な
会
話
は
か
し
ろ
民
訴
法
二
八
一
条
一
項
二
号
に
規
定
さ
れ

サ

て
い
る
職
務
上
知
り
得
た
事
実
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
秘
密
保
持
の
義
務
は
、
仲
裁
人

[.[,I

選
任
の
際
に
当
事
者
と
仲
裁
人
の
間
で
結
ば
れ
た
仲
裁
人
契
約
に
基
づ
-
付
随
的
な
義
務
と
し
て
認
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
仲
裁
人
が
訴
訟
の
中
で
評
議
・
評
決
に
関
し
て
証
言
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
'
秘
密
保
持
に
基
づ
い
て
証
言
拒
絶
権
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
わ
が
国
で
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
と
同
様
、
問
題
は
そ
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
秘
密
保
持
の
根
拠
を
裁
判
官
の
評
議
に
関
す
る
秘
密
保
持
義
務
と
同
様
の
と
こ
ろ
に
求
め
た
こ
と
と
の
関
係
か
ら
し

て
も
、
わ
が
国
で
は
、
裁
判
官
の
評
議
に
関
し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
訴
法
二
七
二
条
一
項
の
職
務
上
の
秘
密
に
準
じ
る
も
の
と
し

(
4
)

て
、
同
法
二
八
l
条
1
項
言
号
に
よ
っ
て
証
言
拒
絶
権
が
基
礎
付
け
ら
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
.
な
お
、
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判

官
の
評
議
に
つ
い
て
と
同
様
、
同
条
二
項
に
よ
る
黙
秘
義
務
の
免
除
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
・
両
当
事
者
の
同
意
あ
る

い
は
仲
裁
人
自
身
の
承
諾
が
あ
っ
て
も
証
人
尋
問
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
当
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
は
、
仲
裁
人
自
身
が
職
務
上
の
義
務
違
反
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
と
き
な
ど
〓
正
の
場
合
に
は
、

評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘
密
保
持
の
義
務
が
消
滅
し
、
仲
裁
人
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
証
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
へ
仲
裁
人
も
進

ん
で
証
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
わ
が
国
で
も
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
秘
密

保
持
を
貫
い
て
証
言
を
許
さ
な
い
こ
と
は
、
訴
訟
に
お
け
る
権
利
行
使
あ
る
い
は
防
御
活
動
を
不
当
に
妨
げ
る
結
果
に
な
り
妥
当
で
は
な

(弧)
・

i

 

O

.

.

.
、

な
お
‥
ド
イ
ツ
に
は
、
仲
裁
判
断
の
解
釈
が
問
題
に
な
る
事
例
を
他
の
場
合
と
区
別
し
て
、
判
決
の
自
己
拘
束
力
の
問
題
に
準
じ
て
処

理
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
仲
裁
判
断
に
つ
い
て
訂
正
あ
る
い
は
解
釈
を
求
め
る
こ
と
を
許
す
か
否
か
と
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い
う
一
′
般
的
な
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
o
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
は
、
も
し
こ
の
見
解
が
仲
裁
判
断
の
訂
正
・
解
釈
を
一

(
」
)

切
否
定
す
る
立
場
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

④
最
後
に
,
秘
密
保
持
義
務
の
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
仲
裁
法
試
案
で
は
仲
裁
人
の
モ
ラ
ル
に
任
せ
て
、
特
別

な
規
定
は
置
い
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
ド
イ
ツ
で
も
同
様
で
あ
る
。
.
ま
た
、
わ
が
国
の
状
況
も
こ
れ
と
大
差
は
な
い
。

ま
ず
、
刑
事
上
の
制
裁
に
潤
し
て
は
、
刑
法
は
仲
裁
人
に
関
し
て
は
贈
収
賄
罪
を
準
正
す
る
だ
け
で
(
刑
法
l
九
七
条
～
同
条
ノ
三
・
l
九

八
条
)
、
評
議
・
評
決
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
こ
と
自
体
を
犯
罪
と
す
る
規
定
は
な
い
。

ま
た
、
民
事
責
任
に
関
し
て
は
、
仲
裁
人
が
評
議
・
評
決
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
こ
と
で
仲
裁
手
続
の
当
事
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、

仲
裁
人
が
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
点
は
ド
イ
ツ
と
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
損
害
の
証
明
が
難
し
い
た
め
に
賠
償
が
命

じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
点
で
も
、
お
そ
ら
-
事
情
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
仲
裁
人
が
一
般
の
公
務
員
ま
た
は
裁
判
官
、
あ
る
い
は
、
弁
護
士
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
位
に
応
じ
て
、
懲
戒
処
分
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
る
点
で
も
、
わ
が
国
は
ド
イ
ツ
と
同
じ
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
璽
同
裁
判
所
の
裁
判
に
つ
い
て
は
各
裁
判
官
の
意
見
を
表
示
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
(
裁
判
所
法
二
条
)
、
評
議
の
秘
密
の
例
外
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
理
由
に
'
裁
判
の
威
信
を
守
る
こ
と
は
評
議
の
秘
密
を
規
定
す
る
理
由
で
は
な
い
と
す
る
主
張
が
あ
る
(
裁
判
所
法
逐
条

解
説
(
下
)
七
四
頁
)
。
し
か
し
,
同
様
の
制
度
を
採
用
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
存
在
す
る
ド
イ
ツ
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
裁

判
の
権
威
が
損
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
う
直
ち
に
こ
の
主
張
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
制
度
が

最
高
裁
に
限
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
裁
判
官
の
責
任
を
明
確
化
し
て
国
民
審
査
に
お
い
て
国
民
が
裁
判
官
の
傾
向
や
能
力
を
判
断
で
き
る
資
料

を
提
供
す
る
た
め
へ
あ
る
い
は
、
最
高
裁
の
裁
判
の
持
つ
特
別
の
重
要
性
ま
た
は
影
響
力
を
考
慮
し
て
判
例
の
動
向
を
予
想
す
る
手
が
か
り
を
与
え
る
た

め
(
兼
子
一
-
竹
下
守
夫
・
裁
判
法
[
新
版
二
一
九
七
八
年
=
五
二
貢
)
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
の
威
信
ま
た
は
権
威
の
維
持
を
越
え
る
要
請
に
基
づ
く

と
考
え
る
べ
き
で
,
裁
判
の
威
信
ま
た
は
権
威
の
維
持
が
評
議
の
秘
密
の
根
拠
の
l
つ
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
.
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(
S
)
　
こ
の
立
場
か
ら
は
、
民
訴
法
二
八
1
条
一
項
二
号
を
改
正
し
て
仲
裁
人
を
含
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
.

(
3
)
　
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
同
意
す
る
場
合
に
は
、
仲
裁
人
は
秘
密
保
持
の
義
務
を
免
除
さ
れ
(
民
訴
法
二
八
一
条
二
項
)
、
会
話
の
内
容
に
つ
い

て
証
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
も
、
本
文
の
よ
う
な
趣
旨
で
法
律
を
改
正
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

K
i
n
)
　
菊
井
-
村
松
・
前
掲
五
〇
六
貫
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
絶
対
に
証
言
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
し
て
、
裁
判
官
の
評
議
の
内
容
を
挙
げ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
訴
訟
の
形
態
を
問
わ
ず
一
切
の
場
合
を
含
む
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
'
疑
問
が
あ
る
。

(
;
)
　
仲
裁
法
試
案
は
'
三
四
条
で
、
1
定
の
要
件
の
渦
と
で
仲
裁
判
断
の
訂
正
・
追
加
を
認
め
る
規
定
を
置
い
て
い
る
(
試
案
解
説
(
六
)
 
、
N
B
L
四
二
二

号
五
八
貢
(
高
橋
宏
志
)
)
.
ま
た
へ
　
1
九
八
五
年
に
採
択
さ
れ
た
H
>
」
0
-
h
p
i
<
;
,
-
)
モ
デ
ル
法
は
'
三
三
条
で
、
所
定
の
要
件
の
下
で
仲
裁
判
断
に
関

す
る
解
釈
を
求
め
る
当
事
者
の
権
利
を
認
め
て
い
る
　
(
注
解
仲
裁
法
九
二
頁
)
0

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
仲
裁
人
の
評
議
・
評
決
に
関
す
る
秘
密
保
持
と
仲
裁
人
が
当
該
秘
密
に
関
す
る
尋
問
を
受
け
た
場
合
の
証
言
拒
絶
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
小
稿
は
ド
イ
ツ
の
状
況
の
紹
介
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
に
若
干
の
試
論
を
付
け
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
来

8
)

は
、
ド
イ
ツ
以
外
の
諸
外
国
の
状
況
濁
る
い
は
国
際
条
約
な
ど
を
十
分
検
討
し
た
上
で
議
論
を
展
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
'
そ
れ
は
将
来

の
課
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
現
段
階
で
の
私
見
を
提
示
し
て
、
先
学
の
方
々
か
ら
の
御
批
判
な
ら
び
に
御
教
授
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。

わ
が
国
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
論
じ
た
文
献
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
契
機
に
議
論
が
疎
ま
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
少
な
-
と
も
連
邦
裁
判
所
に
関
す
る
限
り
は
'
仲
裁
人
は
仲
裁
判
断
を
攻
撃
す
る
た
め
、
ま
た
は
、
仲
裁
判

断
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
宣
誓
供
述
書
(
a
f
f
i
d
a
v
i
t
)
、
ま
た
は
、
証
人
尋
問
に
よ
っ
て
供
述
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
G
r
a
m
l
i
n
g

v

.

F

o

o

d

M

a

c

h

i

n

e

r

y

a

n

d

C

h

e

m

i

c

a

l

C

o

r

p

.

こ

5

1

F

.

S

u

p

p

.

8
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3

,

8
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0
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W

.

D

.

S

.

C

.

1

9

5

7

)

;

F

u

k

a

y

a

T

r

a

d

i

n

g

C

o

m

p

a

n

y

,

S

.

A

.

v

.

E

a

s

t

e

r

n

M
a
r
i
n
e
C
o
r
p
.
,
3
2
2
F
.
S
u
p
p
.
2
7
8
,
2
7
9
(
E
.
D
.
L
a
.
1
9
7
1
)
;
W
o
o
d
v
.
G
e
n
a
r
a
l
T
e
a
m
s
t
e
r
s
U
n
i
o
n
L
o
c
a
1
4
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6
,
5
8
3
F
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S
u
p
p
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1
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1
,
1
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(

W

.

D

.

M

i
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.

1

9
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4

)

;

S

p

e

r

r

y

l

n

t

e

r

n

a

t

i

o

n

a

l

v

.

G

o

v

e

r

n

m

e

n

t

o

f

l

s

r

a

e

l

,

6

0

2

F

.

S

u

p

p

.

1

4

4

0

,

1

4

4

3

(

S

.

D

.

N

.

Y

.

1

9

8

5

)

)

c

ま

た

、

ロ

ン

ド
ン
国
際
仲
裁
裁
判
所
規
則
一
九
条
二
項
は
'
「
仲
裁
裁
判
所
・
仲
裁
人
は
仲
裁
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
何
人
に
も
言
明
す
る
義
務
を
負
わ
ず
'
当
事

者
は
、
仲
裁
か
ら
生
ず
る
法
律
手
続
に
お
い
て
、
仲
裁
人
ま
た
は
仲
裁
裁
判
所
の
職
員
を
証
人
に
す
る
こ
と
を
請
求
し
な
い
も
の
と
す
る
O
」
と
い
う
興
味

深
い
規
定
を
置
い
て
い
る
　
(
注
解
仲
裁
法
六
九
五
貢
)
O




